
性 能 評 価 コ ス ト 評 価
C O 2 回 収 コ ス ト
正 味 削 減 量 の 評 価

プ ロ セ ス 産 業 向 け 技 術 コ ン サ ル テ ィ ン グ

C O 2 回 収
と 資 源 化

現 在 、 官 民 ・ 業 界 の 垣 根 を 超 え て あ ら ゆ る 分 野 で 二 酸 化 炭 素 の

回 収 と そ の 資 源 化 の 技 術 開 発 が 活 発 に 行 わ れ て い ま す 。

我 々 は 、 以 下 の 技 術 開 発 支 援 サ ー ビ ス を 提 供 し て い ま す 。

・各種アミン　
・水酸化物
・アンモニア

・活性炭
・有機金属
・ゼオライト

・ファイバー
・マイクロボーラス

・微細藻類
・ジアノバクテリア

・低温分離
・ハイブリッド回収

C O 2 回 収 技 術

技術的・経済的
優位性評価

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ツ ー ル を 用 い た
新 規 C O 2 回 収 技 術 の 技 術 的 ・ 経 済 的 優 位 性 評 価

C O 2 回 収 率 ・ C O 2 純 度
物 質 収 支 ・ 熱 収 支

プ ラ ン ト 機 器 費
据 付 ・ 建 設 費 O P E X 、 C A P E X を 考 慮

し た C O 2 回 収 コ ス ト
x x x ￥ / k g - C O 2

                      の 日 本 に お け る 2 0 2 2 年 度
P A R T N E R  O F  T H E  Y E A R に 選 出 さ れ ま し た

03-5809-7492

i n f o @ s i m u a r t s . c o . j p

h t t p s : / / s i m u a r t s . c o . j p

電 話 受 付 時 間 　 平 日  1 0 : 0 0 ～ 1 7 : 3 0

株 式 会 社 シ ム ア ー ツ
〒 1 3 0 - 0 0 1 3  東 京 都 墨 田 区 錦 糸 1 - 2 - 1  ア ル カ セ ン ト ラ ル 1 4 階

コ ン サ ル お よ び プ ロ セ ス シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
モ デ ル 構 築 サ ー ビ ス 実 績 （ 経 験 ）

・DAC 型 CO2 吸収プロセス

・CO2 回収プロセスコスト比較

・メタノール合成

・合成燃料プロセス

・バイオマス燃料化プロセス

・PSA による CO2 分離回収

・CO2 新規吸収液物性パッケージ開発

・CO2 分離膜プロセス

C O 2 分 離 回 収 技 術 お よ び 資 源 化

新 エ ネ ル ギ ー 関 連

・LNG 出荷設備

・BOG 再液化設備

石 油 ・ 化 学

柔 軟 な 発 想 と 豊 富 な 経 験 で 業 界 の 発 展 に 貢 献 す る

運 転 コ ス ト （ O P E X ） 建 設 （ 投 資 ） コ ス ト （ C A P E X ）

2 0 2 2  A s p e n T e c h

PARTNER OF THE YEAR

吸 着吸 収 膜 生 物 科 学 そ の 他

実 績
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次世代半導体の展望 ～原理と生産技術～

プラチナ社会と地方創生

地方創生の推進に貢献する 
化学工学

会告はこちらから電子版はこちらから
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■■概概要要  

本製品は、機械的強度に優れた「透明セラミックス」を用いた製品です。一般的な理化学ガラスよりも高強 

度なため、高圧下での反応、相変化、流体の観察が可能となりました。 

例えば、「代替フロン」よりさらに環境負荷の低い冷媒である「グリーン冷媒」（自然冷媒の二酸化炭素も 

含む）の実験にもご使用いただけます。 

 

■■高高圧圧流流体体観観察察セセルル  TFV-S 
仕仕様様  

・設計圧力：20MPa ・設計温度：100℃ 

 ・本体部材質：サファイア 

 ・保護カバー材質：アクリル  

・形状：円筒管  

・管の寸法：外径 16mm×内径 7.1mm×長さ 100mm 

 ・可視部寸法：幅 10 mm×長さ 58 mm 

 
 特特長長  

・高強度、優れた熱伝導性 

 ・高圧下での液体や気体の流れを観察することが可能 

  

■■ハハイイパパーーググララススシシリリンンダダーー  HPG-30-3-GC 
仕仕様様  

・設計圧力：10MPa ・設計温度：100℃  

・本体部材質：結晶化ガラス 

・保護カバー材質：ポリカーボネート  

 ※保護カバーの材質をガラス製に変更することで、180℃まで使用が可能になります。 

・形状：円筒管 

・管の寸法：外径 35mm×内径 25mm×長さ 80mm 

・可視部寸法：幅 18 mm×長さ 60 mm 

  

特特長長  

・HPG-96-3（広口型）の高圧対応製品 

・高強度、優れた耐熱衝撃性 

・高圧下での反応状態や相変化を観察することが可能 

・撹拌子、温度センサーを設置することが可能 

 

補補足足事事項項（（2製製品品共共通通））  

・・可可視視部部ののシシーールル方方式式はは、、ＯＯリリンンググでですす。。ＯＯリリンンググ材材質質にに関関ししててはは、、おお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  

・・最最外外部部のの保保護護カカババーーににてて、、安安全全対対策策をを施施ししてておおりりまますす。。  

  

※※画画像像はは参参考考例例でですす。。仕仕様様にに関関ししててはは、、予予告告無無くく変変更更すするるここととががあありりまますす。。  

透透明明セセララミミッッククスス製製圧圧力力容容器器  

TFV-S／／HPG-30-3-GC 

TFV-S 

製品の外観 円筒管を取り出したところ 

HPG-30-3-GC 
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EKATO水素添加装置
短期導入 - 効率の最大化を実現 - より柔軟性の高いプラントへ

EKATOのモジュール式水素添加装置は、現地で組み立てを行う従来型のプラントに対して多くの
利点を持っています。このモジュール式プラント技術の主な強みは、

• エンジニアリングから導入まで、EKATOが一貫したサポートを提供
• 従来型プロジェクトと比較し、納期短縮が可能
• 総合的な投資コストダウンを実現
• プラントの拡大・改修に際する運転停止期間を最小限に
• EKATO最新の組立工場で安全・精密・清潔なプラント組立
• 安全性試験、機能試験、そして出荷前に行われる制御システムのパラメーター
 表示と設定を含めた試運転前検査を実施

EKATO水素添加装置のモジュール構成：

• 鉄骨構造
• 配管と取付調整
• 各器具類
• 配線工事と端子箱
• 絶縁体
• 制御システム（架台外）

Since 1933

EKATO Co. Ltd.
3-8-6 Kanda Kaji cho, Chiyoda ku, 101 0045 Tokyo
+81 (0)3 5298 1722, japan@ekato.com

www.ekato.com

INCHEM TOKYO 2023出展 

2023年9月20日（水）~ 9月22日（金）

東京ビッグサイト東展示棟 ブースNo.2-T15

INCHEM会場にて出展者セミナー開催

９月２２日（金）14:40 ~ 15:30

プラスチックのケミカルリサイクルにおける

攪拌・混合/高粘度攪拌の最先端技術

詳細はこちらから動画はこちら

前付　6 化　学　工　学

広告-前付.indd   6広告-前付.indd   6 2023/08/22   10:59:112023/08/22   10:59:11

公益社団法人 化学工学会 https://www.scej.org/

著作権法により無断での転載等は禁止されています 
 




